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Smart 
ボディコントロールモジュールに
対応した自動テスト環境により、
品質と効率性を向上
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Magneti Marelli社の米国およびイタリアのチームは、ボディコントロールモジュー
ル（BCM）の妥当性確認を行うための新たなテスト環境を開発しました。BCMは、
パワーウインドウやイモビライザシステムなどの幅広い補助機能の操作を制御する
電子制御ユニット（ECU）です。同チームは、BCMの開発プロセスの早期段階で必要
とされる広範なテストをサポートするため、dSPACE AutomationDeskをテストプ
ロセスに導入しました。
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MAGNETI MARELLI社

Magneti Marelli社にとって、最
も重要な取り組みの 1つは未
来の自動車で求められる技術

的課題を解決することです。1919年創業
の国際的なハイテクシステムおよびコン
ポーネントメーカーである同社は、自動車
業界の発展に寄与するソリューションの提
供にこれまで注力してきました。革新的な
取り組みを進める同社は、組込み電子機
器向けのテストシーケンスを自動化するこ
とで、容易に設定、デバッグ、および保守
を行える効率的な環境を構築するなど、テ
ストプロセスに関しても品質向上に向けた
最善の方法や手法を意欲的に導入してい
ます。

BCMの妥当性確認に対応した新たな 
テスト環境
Magneti Marelli Automotive Lighting
社の照明およびボディエレクトロニクスグ
ループでは、米国およびイタリアのチーム
が開発した効率性の高いテストプロセス
を活用して、エンジニアがテストケースの
パラメータ値を自動的にアップデートでき
るようにしています。同チームは現在、
Diagnosis Automatic Test Environment
（DANTE：診断自動テスト環境）と呼ばれ
るこの新しいテスト環境をボディコント
ロールモジュール（BCM）の妥当性確認
にも導入しています。BCMは、車体に関
連する幅広い補助機能の操作を制御する
電子制御ユニット（ECU）です。この車体
機器には、パワーウインドウ、内蔵ライト、
イモビライザシステム、セントラルロッキン
グなどが含まれています。BCMは（CAN
や LINなどの）車載バス経由で他の ECU
と通信し、電子システムの挙動を制御しま
す。また、配線やコンポーネントの誤動作
も検出します。

「 AutomationDeskの重要な利点の 1つは、テストスクリプト
を新しいパラメータで再利用できることです」

Basel Samman氏、照明およびボディエレクトロニクスシステム妥当性確認部門マネージャ 
（Magneti Marelli Automotive Lighting LLC）
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図 1：Magneti Marelli社では、ボディコントロールモジュール（BCM）のテストに dSPACEツールを使用しています。BCMは、パワーウインドウ、内蔵
ライト、イモビライザシステム、セントラルロッキングなど、車体に関連する補助機能の動作を制御します。

その結果、診断テストプロセスを完全に自
動化することができました。Magneti 
Marelli Automotive Lighting LLCの
照明およびボディエレクトロニクスシステ
ム妥当性確認部門マネージャである
Basel Samman氏は、「Excelシートによ
り、ライブラリブロックをシームレスにパラ
メータ化できるため、あらゆるステップを
自動的に処理できるようになりました。ス
クリプトを書き直す必要もありません」と
し、「この整備により、当社のテストエンジ
ニアが妥当性確認のルーチンを容易に記
述できるようになり、AutomationDesk
を使用してテスト設定を行う場合の複雑さ
も緩和されました。今では、単一のテスト
シーケンスですべてのダイアグノスティック
トラブルコードに対応できます」と述べて
います。また、AutomationDeskを使
用することで、DTC設定などの診断入力
ファイルや Vector記述ファイルの CDD

機能テストと診断テスト
車両における多数の機能を制御する
BCMは、開発プロセスの早期の段階でさ
まざまなテストを行い、車体機器の機能が
適切に動作しているかや、要件および技
術仕様が一貫して満たされているかなど
を検証する必要があります。BCM向けの
テストには、機能テストと診断テストとい
う2種類のテストがあります。機能テスト
では、要件をテストに変換し、その後テス
トの妥当性を確認する必要があります。こ
れは、関連する変数に特定の値を割り当
て、BCMが正しく反応するかどうかを確
認することによって行います。診断テスト
には、内部機能と接続されている ECUと
の間のネットワークトラフィックの確認、ダ
イアグノスティックトラブルコード（DTC）
の有効性の確認など、さまざまなタスクが
含まれます。同チームでは、これらのテスト
プロセスの効率化に取り組みました。

診断テストの課題に対するソリューション
DANTEを開発する以前、同チームは診
断テストのプロセスに限界を感じていまし
た。これまでは、ソフトウェアが修正され
るたびに、新しいパラメータ設定に合わせ
て新しいライブラリブロックを作成しなけ
ればならず、これには多くの時間が必要で
した。同チームはこの問題を解決するた
め、dSPACEのテストオートメーションソ
フトウェアであるAutomationDeskを
導入し、2つの戦略的な変更を実施しま
した。
1. テストエンジニアがさまざまなテストパ
ラメータを自動的にアップデートできる
によう、カスタマイズされたテストフレー
ムワークを構築。

2. Microsoft® Excel®シートを使用するこ
とで、さまざまな診断入力ファイルをイ
ンポートするプロセスを自動化し、テス
ト設定を大幅に簡素化。 

AutomationDesk
� テストフレームワーク
� パラメータの
 自動アップデート

ControlDesk
� 診断計器パネル
� 電気的欠陥
 シミュレーション

HILシミュレータ
� 車両のシミュレーション
� 機能チェック

ボディコントロールモジュール
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および DBCを自動的にインポートして
設定できるようになったと同氏は説明し
ます。今では、テストエンジニアはダイア
グノスティックトラブルコードテストシー
ケンスのさまざまなパラメータを自動的
にアップデートすることができます。
CANの追跡情報をログデータとしてテ
スト結果のデータに付加すると、デバッ
グははるかに容易になります。Samman
氏は、「AutomationDeskの重要な利
点の 1つは、テストスクリプトを新しいパ
ラメータで再利用できることです」とし、
「AutomationDeskでは、対処すべきダ
イアグノスティックトラブルコードの数に
かかわらず、デバッグや保守も容易に行
えます」と述べています。

複数の dSPACEツールを使用
DANTEを使用した診断テストプロセスに
は、AutomationDeskの他にもdSPACE 
HIL（Hardware-in-the-Loop）シ ミュ
レータや dSPACEの試験およびビジュア
ル表示ソフトウェアであるControlDesk
も活用されています。HILシステムを使用
すると、BCMに接続した車両をシミュレー
トしてさまざまな機能をテストすることがで
きます。ここでは、CDDなどの専用ファイ
ルから標準化されたASAM ODX（Open 
Diagnostic Data Exchange）ファイルが
生成されます。これらのODXファイルは、

MAGNETI MARELLI社

Magneti Marelli社は、世界中の自
動車メーカーに対して幅広い車載シ
ステムやコンポーネントを提供してい
ます。これらの製品には以下が含ま
れます。

n  インストルメントクラスタ、インフォ
テイメント、テレマティックス、照
明およびボディエレクトロニクスな
どの電子システム

n  フロントおよびリアライティングシ
ステムなどの車載用照明

n  ガソリン、ディーゼル、およびマ
ルチフューエルエンジン用のエン
ジン制御システムやオートメー
テッドマニュアルトランスミッショ
ン（AMT）ギアボックスなどのパ
ワートレインコンポーネント

n  ショックアブソーバやダイナミック
システムなどのサスペンションシス
テム

n  触媒コンバータや消音システムな
どの排気システム

n  モータースポーツ向けの電子およ
び電気機械システム

ControlDeskの診断計器パネル上で診
断コマンドを送信するための入力として扱
うことが可能です。これは、診断計器のロ
ジカルリンク名を使用して手作業で行うこ
ともできますし、AutomationDeskのス
クリプトを使用して行うこともできます。同
チームでは、電気的欠陥シミュレーション
の定義や実行にもControlDeskを使用
しており、AutomationDeskでこのステッ
プを自動化しています。照明およびボディ
エレクトロニクスグループは現在、テスト
環境の自動化の一環として、米国、イタリ
ア、およびインドに 8つの PHSベースシス
テムと2つの SCALEXIOベースのHILシ
ステムを配置しています。Magneti 
Marelli社の他のグループでは、その他の
システムも使用されています。同社は将来
的に、照明用 ECUアプリケーション向け
のテスト環境も自動化する予定です。

まとめ
Magneti Marelli 社 の チ ー ム は、
AutomationDeskを使用して同社の
BCMテスト向けソリューションをカスタマ
イズしました。同社では、このツールの幅
広い機能と必要に応じて機能を拡張でき
る柔軟性により、容易にテストプロセスを
最適化することができました。これにより、
エラーの数が大幅に削減され、テストの設
定や保守、デバッグ作業がはるかに簡素

化され、工数も削減することができたた
め、同社は BCMテスト向けの効率的な
プロセスを構築することができました。 

Magneti Marelli社のご厚意により寄稿

「  AutomationDeskでは、対処すべきダイアグノス
ティックトラブルコードの数にかかわらず、デバッ
グや保守を容易に行えます」

Basel Samman氏、照明およびボディエレクトロニクスシステム妥当性確認部門マネージャ
（Magneti Marelli Automotive Lighting LLC）
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